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鞆の浦学園では，一人一人の教員が，子ども達の「なぜ？」「わからん，教えて！」

「やった，わかった，できた！」「もっとやりたい！」などの声のする授業や共に考

え，話し合い，学び合う，みんなとともに自信を育てる授業をめざして日々授業改善

に取り組んでいます。先週金曜日には，授業公開を通して，これまでの取組を他校の

先生方に見ていただき，子ども達が自分の成長を実感し，意欲を持って学びたくなる

授業づくりに向けて，意見を交流しながら考え合いました。子ども達の学ぶ意欲だけ

でなく，先生達の教育に対する熱意を感じる充実した時間となりました。 

６年生の子ども達が地元企業エブリイの協力を得て進めてきた TOMO パンの販売

が，23 日（土）にエブリイ駅家店で行われました。限定 300 個の販売とあって，販

売開始時刻の 10時前には TOMO パンコーナーに長蛇の列が・・・店員さんの販売開始

のアナウンスでパンを買い求める人で大盛況でした。販売予定時間の 2時間を待たず

に，約 30分で完売！「日本遺産を盛り上げよう」と始めた取組の手応えを感じた子

ども達でした。 

パン作りやポップ作りなど，販売までに関わってくださったゲストティーチャーさ

ん，惜しみなく協力してくださったエブリイの従業員さん，温かく見守ってくださっ

た関係者の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。 

手作りポスターを持って

お客様に猛アピール！ 

販売も６年生の子ども達

だけで全て行いました！ 

顔出しパネルで子ども

連れのお客様もゲット！ 

予想以上の売れ行きに 

みんな大興奮！！ 

昨年秋，この取組のきっかけをつくったつくし学級の子ど

も達。育てたナデシコからとれた種を今年もまきました。

鞆の浦学園 2 世のナデシコを育てています！ 

鞆の浦学園の校章の花，ナデシコ。昨年秋につくし学級の子ども達が種をまいてか

ら，学校をナデシコの花でいっぱいにしようという取組は，学校全体に広がり，今年

5月には，美しい花を咲かせていました。開校後は，４年生～９年生の園芸委員の子

ども達が中心となって取組を進め，たくさんの種がとれました。鞆の町をナデシコの

花でいっぱいにしたいという思いで，町内会長さんを通して地域の方に配らせてい 

ただきました。その後，地域の方から，「小さ 

な芽が出た。」という声も聞かせていただき， 

来春の見ごろが今から楽しみになりました。 

園芸委員会委員長の村上颯太君と前期課程代

表の西菜々子さんが，大濵会長さんへ自分達で

育てたナデシコの種を託しました。 

１年生 算数 
たしざん 

～いくつに なるの？～ 

２年生 算数 
かけ算 

～めざせ！かけ算マスター～ 

たんぽぽ・つくし学級 
２R・３R 合同   

自立・生活単元 
TOMO の磯  

～わくわく発見プロジェクト～ 

６年生 算数 
場合の数  

～効率のよい方法は？～ 

３年生 外国語活動 
This is for you. 

～カードをおくろう～ 

７年生 鞆学 
自己探究 

～TOMO に高め合おう！～ 

 

４年生 鞆学 
「TOMO BOUSAI リーダー」 

～鞆に住む人の命を守る～ 

５年生 社会 
「社長になろう！」 

～工場をどこに建てる？～ 

「義務教育学校から考える“10 年後の学校”」 

鞆の浦学園職員と公開研究会に参加され

た他校の先生方との熱心な意見交流。 

６年・９年合同 鞆学 
TOMO 自慢  

～Welcome to Tomonoura～ 

８年生 英語 
ラウンドシステムによる英語授業 

～Round4～ 

～参加された他校の先生方からの感想～ 
    

・どの学級も伸び伸びと学習する雰囲気が素敵だった。
・子ども達が生き生きと考えたり意見交流したりし 
ていた。子どもの元気が学校や地域の源になると 
感じた。 


